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食 育 推 進 課 

「ふるさと農林水産フェア2009」 

～いただきます！愛知の実り～ 11月開催 

 

県民の皆さんに愛知県の農林水産業

や農山漁村の文化に触れ、食育や地産

地消等について楽しく学んでいただく

ため、「ふるさと農林水産フェア

2009」を開催します。 

 新鮮な農林水産物やふるさと産品の

販売を始め、企画展示や食育体験、ミ

ニステージ企画など、約180ブースが

出展され、家族揃って楽しめる内容で

す。 

昨年11月  ふるさと農林水産フェアの様子 

１ 開催日時 

  平成２１年１１月２１日（土）～２３日（月・祝） 各日とも午前１０時から午後５時まで 

 

２ 会  場 

    吹上ホール（名古屋市千種区吹上２丁目６番３号） 

 

３ 内  容 

◇  県内の新鮮な農林水産物やふるさと産品の展示と販売 
◇  応援して欲しい！あいちのふるさと食品 
  「平成21年度愛知のふるさと食品コンテスト」に出品された食品を始め、 

愛知県産農林水産物を使った「ふるさと食品」の展示紹介 
◇  食育体験工房での「豆腐づくり」「抹茶挽き」等の体験 
◇ 「食育劇」「食まる体操」等のミニステージ企画 
◇  地産地消クイズラリー 

 

４ 入場料金（中学生以上） ＊小学生以下無料 

  前売   ８００円（５００円相当のお買い物券付き） 

当日 １,０００円（５００円相当のお買い物券付き）、６００円（入場料のみ） 

前売券は９月１８日（金）から主要プレイガイド、チケットぴあ、主要コンビニエ

ンスストア、中日新聞販売店などで販売開始 

 

５ 主  催 

  ふるさと農林水産フェア実行委員会 

   （構成：愛知県、名古屋市、中日新聞社、東海テレビ放送） 

 

６ 問い合わせ先 

    愛知県農林水産部食育推進課 消費・食品表示グループ 電話052-954-6434（ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ） 

中日新聞社 社会事業部 電話052-221-0732（ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ） 

    ホームページ http://event.chunichi.co.jp/furusato/ 

情 報 サ ロ ン 

 



地域トピックス

西三河農林水産事務所

第31回愛知県果実品質改善共進会が開催されました

愛知県は果実の生産が盛んな地域ですが、特にぶどう・いちじくの２品目については、

毎年夏の出荷時期に合わせて、生産技術の向上と消費拡大を目的に、愛知県、愛知県経済

農業協同組合連合会及び愛知県果樹振興会の共催により、県域での共進会を開催していま

す。

今年は、８月 19 日（水）に「ぶどうの部」が愛知県西三河総合庁舎（岡崎市明大寺本
町）で、９月２日（水）に「いちじくの部」が吉良町農村環境改善センター（吉良町小牧）

で開催されました。

「ぶどうの部」には巨峰を中心に 75 点が、「いちじくの部」には桝井ドーフィンとサ
マーレッド合わせて 273 点が出品されました。いずれの部も流通関係者や県試験場職員
らが審査員となり、農林水産大臣賞をはじめとした特別賞などを選出しました。また同時

に一般消費者による審査も行われ、消費者特別賞などを選出しました。

今年は記録的な梅雨の長期化にみられるように、長雨・日照不足による病害発生や糖度

などの果実品質低下などの影響が懸念されましたが、生産者のご努力により、例年と変わ

りない高品質な果実が多数出品されました。

出品された果実は審査終了後、消費宣伝会場（ぶどう：ジャスコ岡崎南店、いちじく：

ジャスコワンダーシティ店）へ搬送され、地産地消の PR とともに即売会が実施されまし
た。

主な受賞者

＜ぶどうの部＞ ＜いちじくの部＞

農林水産大臣賞 山口久子 農林水産大臣賞 近藤益彦

生産局長賞 織田勝 生産局長賞 神谷清

東海農政局長賞 石田直人 東海農政局長賞 榊原喜栄子

愛知県知事賞 安藤美代子 愛知県知事賞 本多鐵夫

消費者特別賞 安藤美代子 消費者特別賞 竹内さえ美

写真①（ぶどうの部 審査風景） 写真②（いちじくの部 消費宣伝風景）



 東 日 本 情 報  

                   東京事務所行政課農産物流通対策グループ 
 

愛知・静岡合同の露地いちじく品質査定会が開催されました 

 

平成 21 年 9 月 8 日に、大田市場においてＪＡあいち経済連とＪＡ静岡経済連合同で

行う初めての露地いちじく品質査定会が、京浜市場の卸売会社 11 社を始めとする各県

産地ＪＡ担当者、生産者など 34 名の参加のもと開催されました。 

始めに、市場を代表して東京千住青果（株）水野課長より、「8月旧盆明けよりピー

クを迎えたが、天候に恵まれ品質のクレームがなく、食味も良い。今後の出荷増に期待

している」と挨拶があり、ＪＡ静岡経済連東京事務所山下次長からも、「いちじくの販

売情勢は産地間競争もあり厳しくなっているが、静岡、愛知は隣県でもあり、お互いに

協力できるところは協力していく意向もある。今後は洋菜類やいちごでも協力して査定

会を行っていきたい」と挨拶がありました。 

 

１ 品質査定 

 サンプルの等階級は秀Ｌで統一され、愛知県内６産地、静岡県内６産地の他、和歌山、

茨城、埼玉、福岡から各１産地の合計１６産地のいちじくが揃いました。 

 調査項目は、①パック重量、②糖度（各パック任意の 1玉を計測）、③外観、④食味

で行われました。 

 査定を行った市場担当者より、「ケース内４パックのうち、重量が 400g/pk を切って

いるものが含まれている産地が愛知県内産地にある。量目不足は信用に関わるので無く

して欲しい。糖度、玉揃い等は概ね良好。他県産の一部に過熟果や奇形、カビ果が含ま

れていた。いちじくは熟度が重要。難しいかもしれないが、あくまでも適熟でお願いし

たい。万人向けの商材ではないので、リピーターを大切にするためには常に均一な内容

にすることで価格がついてくると思う」と総括がありました。 

    

 

 

２ 産地情勢（出席ＪＡ担当者から） 

（ＪＡ大井川） 

 出荷の 4 割が終了。乾燥により小玉傾向なため、パック数が伸びない。夕方かん水を

指導している。 

（ＪＡ遠州夢咲） 

品質査定会の様子 



 小玉傾向でＬ・Ｍ中心。小さい割に果実が詰まっていて重いがボリューム感が少ない。

まだ選別に個人差が大きい。 

（ＪＡ静岡市） 

 6 割の出荷が終了。Ｌ・Ｍ中心。Ｌ玉は業務向け販売が上手くできている。現在出荷

量が伸びなくなり、例年より早めに終了見込み。 

（ＪＡひまわり） 

 玉流れはＭよりのＬ中心で、前年より小玉傾向。サマーレッドは中段、桝井ドーフィ

ンは中段からやや下段の収穫となっている。今後出荷が増加する見込み。 

（ＪＡあいち経済連） 

 ＪＡ豊橋は、出荷順調だが、雨少なく小玉傾向。病害虫被害はない。県下全体として、

9 月末で概ね 5 割の出荷が終了となる。8 月の小雨で樹が小さく、ストレスの影響もあ

り上段の玉伸びが心配される。夜温も低下しており、今後の大きなピークはない。 

 

３ 販売情勢（市場担当者） 

（愛知担当者） 

 盆明けの好天で品質は良好。顧客も数量が少ないと感じており、販売しやすいが反対

に販路拡大に繋げにくい。現状のままであれば販売に問題はないが、天候の影響で数量

が増えた時には販売が厳しくなる。 

（静岡担当者） 

 和歌山は傷みで苦情が多く値崩れを起こした。静岡産は品質良いが入荷量少なく縮小

した販売である。 

 

４ 質疑応答 

 ・とよみつひめの市場評価について 

 愛知産と同じ顧客が購入している。果皮がしっ

かりしていて日持ちしそうだが、量販店に提案す

る入荷量が無いので、果専店で販売し様子見の状

況。300g/pk（4 玉）だが、他産地の 400g/pk（5

玉）とほぼ同じ単価で販売されている。今後福岡

では、生産を増加すると聞いているので、量がま

とまると顧客の乗り換えもあり得るのではないか。 

 ・福岡はパック内にマットが敷いてある産地があるがどうか。 

 小玉４玉が転がらないように使っているが、マットの有無で販売価格が上がるわけ

ではないのでコスト増をどう考えるかだと思う。他にもマットが敷いてある産地もあ

るが、仲卸からは、下側にカビがあってもわからないので不安という声もある。 

 

 初めての合同開催ということもあり、評価の基準や運営方法に改善の余地はあると思

いますが、評価者である市場関係者やサンプル数も増え、利点は多いと思われます。 

参加した生産者からは、「他産地のものと比較できて大変参考になった。負けないよ

うに良い物を作っていきたい」との感想もあり、今後、両県で切磋琢磨できる良い査定

会になると感じられました。 

福岡産：とよみつひめ 



 

 

 

愛知県は、いいともあいち運動（地産地消）を推進しています 

 

 愛知県では、農林水産業が果たしている役割を県民の方々に理解してもらい、積極的に

応援していただきたいと考え、平成１０年度から「いいともあいち運動」（愛知県版地産地

消の取組）を推進しています。 

 

 

 

 

 

 

 

◆１１月はいいともあいちキャンペーン月間です 

県産農林水産物を積極的に販売するスーパーやデ

パートなどの販売店や、愛知県産の食材を積極的に利

用する飲食店を「いいともあいち推進店」として登録

しています。 

推進店では、愛知県産の生鮮食品、県産食材を使っ

た加工品の販売の他、地元の食材を使ったおいしいメ

ニューを提供しています。推進店といいともあいちネ

ットワーク会員により、毎年１１月には、地産地消フ

ェアが県内各地で開催されます。愛知県産の生鮮食品はもちろん、愛知県産食

材を使った加工品の販売や地元の食材を使ったおいしいメニューの提供を予定

しています。 

いいともあいちのシンボルマークを目印に、是非お立ち寄りください。 

平成２１年３月３１日現在、登録店舗数は６４９店舗（販売店５５２，飲食店９７）あ

り、１０月には新たに約４２店舗の登録を予定しています。 

 

◆ 「農商工連携ビジネスフェア」で県産農林水産物

の活用促進をめざします 

来年１月に「農商工連携ビジネスフェア」を計画し

ています。昨年度は、平成２１年１月２１日、名古屋

銀行協会において、いいともあいちネットワーク会員

及び運動の賛同者を対象として、「農商工連携交流会」

を開催しました。生産者・食品会社・流通関係者等が

一堂に会し、参加者は１８４名、ＰＲ産品は７５商品

と大変盛況でした。  

この農商工連携交流会をきっかけとしてまとまった商談は１０件あ

り、小麦・牛肉・豚肉・抹茶等を使った新商品が開発・販売されました。 

食 育 推 進 課

西 日 本 情 報 

 

○県内の消費者と生産者が今まで以上に 

“いい友”関係になる 

○Eat
ｲ ｰ ﾄ

 More
モ ア

 Aichi
アイチ

 products
プロダクツ

 

＝もっと愛知県産品を食べよう（利用しよう） 

シンボルマークの 

ついたのぼりが目印

フェアの会場にて、シンボルマー

ク貼付商品が話題の中心 



◆ 県産農林水産物を使った商品にシンボルマークを

貼付して運動をＰＲ 

県では、いいともあいち運動をもっと知っていただ

くために、昨年７月２５日にシンボルマークの使用基

準を改正しました。「私たちは、いいともあいち運動（地

産地消）を推進（応援・支援）しています」等のメッ

セージを添えれば、出荷用の段ボール、商品の包装紙

等へ使用できます。この改正により、各地のコンビニ

エンスストアやスーパーマーケットには、いいともあ

いちのシンボルマークを貼付した商品が並び、いいともあ

いち運動をより身近に感じていただけるようになりました。 

 

◆ 社員食堂等における地産地消の推進 

県内の社員食堂では、地産地消メニューの提供を行

ったり、その日に使っている愛知県産の農林水産物を

掲示する取組が始まっています。県内企業の熱心な取

組とともに、卸売市場やＪＡの旬の食材情報提供や集

荷協力もあり、社員食堂における地産地消の取組は少

しずつ広がりを見せています。 

この取組は昨年５月、経団連が会員企業に対し、工

場などの社員食堂における地場産農産物の積極的利用

を呼びかけたことを受け、県内企業においても地産地消に

取り組む動きが広がり、経済界も巻き込んだ大きな運動と

なっています。 

 

◆ 食博覧会・大阪でいいともあいち運動をＰＲ 

平成２１年４月３０日から５月１０日まで、インテ

ックス大阪（大阪国際見本市会場〈南港〉）で開催され

た「食博覧会・大阪」に、いいともあいちネットワー

ク会員の１３団体・会社とともに「０９食博覧会・大

阪出展愛知県実行委員会」を組織し、出展しました。

会期中入場者数は６５万人と目標の５５万人を大幅に

上回り、大盛況でした。愛知県はいいともあいち運動

のシンボルマークを掲げ、「故郷にぎわい館」内ふるさ

と街道にて、愛知県産品のすばらしさをアピールしました。 

 

 愛知県は、今後とも、いいともあいちネットワーク会員と連携して、積極的にいいとも

あいち運動を推進していきます。 

いいともあいち運動の詳しい情報は県ホームページ「いいともあいち情報広場」 

（http://www.pref.aichi.jp/shokuiku/iitomo/）をご覧いただくか、下記へお問い合

わせください。 

■問合せ先 農林水産部食育推進課 ０５２－９５４－６４３４ 

Ｎホテルで開催されたイベントで、運動の取組紹介と

ともにシンボルマーク貼付２０商品を紹介しました

「定番名古屋コーチン・八丁味噌!隠れた名産・銘品

勢揃い!!」をスローガンに愛知県産品をＰＲ 

メニューの横にはシンボルマークがついた大小の 

のぼりや、愛知県産の食材を掲示しています 



ベルバラ園 山田 勝 

環境に配慮したバラ栽培 

１ きっかけ 

私は、弥冨市で、1,900 ㎡のガラス温室で約２０品種のバラ切花を栽培しています。自分の育

てたバラをより多くの人に身近に置いて楽しんでほしいと思うとともに、身近な花に化学農薬

を使うことに疑問を感じ、化学農薬を使わない有機栽培でバラを生産してみたいと考えました。 

２ 取組について 

（１）有機栽培 

 バラ栽培をはじめた３０年前から、堆肥、腐葉土、米糠、菜種かすのみを土に施して栽培

してきました。これは、研修先の農園のやり方をそのまま真似た結果ですが、有機栽培でも

バラは十分栽培できます。 

（２）化学農薬を使わない栽培 

化学農薬を使わない栽培は、昨年末から実践中です。 

今までも、バラの植物自体を健全に育てることに努め、

病気が発生した花は捨てることを徹底し、他に、防虫ネッ

トで施設外からの害虫の侵入を防ぐこと、黄色ランプの忌

避効果を利用すること、施設内では粘着板を使って虫を捕

殺すること等で、害虫の発生や被害を防ぎ、化学農薬の使

用回数を徐々に減らしてきました。 

最初は、病害虫防除がうまくいかず、かなりのバラを捨

てましたが、粘り強く取組を続けるうち次第に病害虫の被

害が減って、化学農薬を使用しなくても収穫ができるよう

になりました。 

今では、オーガニックなバラとして、少しずつ新しい取引が増え、家族の理解・協力も得

られるようになりました。 

（３）省エネルギー等新たな取組 

 重油高騰対策と、ＣＯ２ 削減の両方を目的として、重油ボイラーに変えてヒートポンプを

導入しています。また、生育促進を兼ねて、ＬＥＤランプによる補光を行っています。 

３ 環境に配慮した取組に対する認証 

 化学農薬を使わない有機栽培をすることにより、ＭＰＳ（花き産

業総合認証プログラム）ではＡランク認証をうけています。また、

愛知県知事よりエコファーマー（持続性の高い農業生産方式導入

農家）として認定されています。 

４ 新たな商品開発 

バラを五感で楽しむ一つとしてバラのケーキを試作しています。 

私の栽培する芳香性バラの中でも、ダマスクの香りのするバラ 

の花弁をふんだんにスポンジにいれ、バラのジャムを挟んだスポンジケ

ーキで、花が収穫出来るときのみの期間限定商品になる予定です。 

化学農薬を使わない栽培は、まだ取り組み期間が短く不安な点もある

ので、とにかく、現在の取り組みを継続していき、自分の栽培したバラ

をより多くの方に五感で楽しんでもらいたい、バラをもっと身近におい

て楽しんでもらいたいです。 

スリーブに印刷され

たマークと MPS 認定証

施設内の様子

フラワーページ  



愛 知 産 青 果 物 の 動 向

青果物の見通し」及び「花きの見通し」ページにおいて使用する『変動の幅を表
す用語』につきましては、下記の基準で記載しております。

わずか ：±２％台以内
や や ：±３～５％台
かなり ：±６～15％台
大 幅 ：±１６％以上

○ 名古屋市中央卸売市場（品目：次郎柿）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年の主な他産地
(ｔ) うち愛知産 (円/kg) うち愛知産 （上位３産地）

２０年実績 ７３４ ３７１ １７０ ２０５ 愛知 (５１％)
(51％) 三重 (４９％)

２１年見通し ７３５ ３７０ １７０ －

入荷量及び卸売価格の概要と見通し 卸売市場から産地への要望・提言等

今年は春の気温が高く、早めの開花だっ 地元の出荷量が多く果物やし好品の消費額
たため生育は順調。７月下旬の日照不足に が減少し、また食べやすい種なし品種が好ま
よる落果が一部見られ、病害虫の発生も報 れる傾向にある。
告されているため汚れや下級品は多くなる 品種を決めて柿を買う顧客は少なく、ＰＲ
見込み。単価が安い三重の出荷が始まると の効果がある果物だが、現状は、岐阜の富有
単価が下がり、一度下がると上がらない。 柿、和歌山の平核無に比べて、生産地のＰＲ
今月中旬から入荷量増える。 は小規模で、数も少ない。
入荷量、価格とも前年並みとなる見込み 栄養価が豊富な食品として顧客が固定化し
。 ているので、子どもにも食べてもらえるデザ

ートメニュー開発も重要である。

○ 東京都中央卸売市場（品目：次郎柿）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年の主な他産地
(ｔ) うち愛知産 (円/kg) うち愛知産 （上位３産地）

２０年実績 ８６１ ７５１ ２１０ ２０２ 静岡 (１０％)
(８７％) 岐阜 （ １％）

２１年見通し ８５０ － ２２０ －

入荷量及び卸売価格の概要と見通し 卸売市場から産地への要望・提言等

愛知中心に静岡などから入荷する。 果実全般に販売が苦戦している現状で、品
昨年は表年であったが、病害虫の影響で 目・品種にかかわらず、いかに「柿」を消費
計画より出荷量が少ないうえ下位等級が多 者に選択してもらえるかを考えると、しっか
かった。本年も病害虫の影響は懸念される りと選果されていることは前提条件である。
ものの、現状の生育は概ね順調で、１０月 確実な選果を行い、安定的な出荷に努めて
中旬から出荷される。 ほしい。
入荷量は前年並みで、価格は前年をやや
上回ると見込み。



名古屋・東京市場における青果物の１０月の見通し

９月１５日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１６年 ３９，８９０ 202 238 266 北海道 43%
１７年 ４２，１９４ 183 167 176 長野 17%
１８年 ４２，６９３ 193 175 156 群馬 7%
１９年 ４１，９２８ 195 191 195 茨城 7%
２０年 ４１，４９５ 202 186 170

５ ヵ年平均 ４１，６４０ － － －

２１年見通し ４０，５００ － － －

１６年 ２，９２２ 150 174 214 北海道 42%
１７年 ３，４１４ 89 70 85 青森 36%
１８年 ３，３５４ 64 57 55 愛知 6%
１９年 ２，９２５ 120 92 87 群馬 4%
２０年 ３，０８４ 138 74 66

５ ヵ年平均 ３，１４０ 110 91 99

２１年見通し ３，０００ 100 90 80

１６年 ３，７７６ 78 110 169 北海道 94%
１７年 ３，６３１ 90 86 84 青森 5%
１８年 ３，２９４ 164 141 90 中国 1%
１９年 ３，３３５ 104 109 119 埼玉 0%
２０年 ３，４１８ 117 109 98

５ヵ年平均 ３，４９１ 109 110 113

２１年見通し ３，３００ 140 130 120

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野
　
菜
　
計

２３６
１７５
１７３
１９４
１８５

だ
　
い
　
こ
　
ん

１７９
８０
５８
９９
９１

９９

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

１９３

１９７
 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

　産地は高冷地、北海道から関東産に移行
する品目が出始める。夏の天候不良、日照
不足から生育は不作傾向、入荷は不安定
で、小玉傾向。
　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
前年をかなり上回る見込み。

１３０  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

 前年及び本年の

９０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は北海道、青森中心で後半愛知、新
潟が出てくる。天候もよく生育も回復の見
込みで、安定した入荷が見込まれる。涼し
くなって販売環境もよくなる。長雨による
遅れ分も上旬からは出てくる見込み。
　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
前年並みとなる見込み。

に
　
ん
　
じ
　
ん

１２０
８６

１２９
１１１
１０８

１１１

　産地は北海道が中心で、一部青森。作況
は前月に引き続き、長雨、日照不足の影響
を受け、肥大少ないため不作が予想され
る。入荷は不安定で少なめ。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
を大幅に上回る見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場
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９月２２日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１６年 １２５，５１６ 230 279 307 北海道 28%
１７年 １３６，５１３ 201 179 191 茨城 14%
１８年 １３８，４３７ 211 195 166 長野 10%
１９年 １４０，１７２ 227 215 216 千葉 10%
２０年 １４３，７１１ 220 220 205 （愛知産比率 3%)

５ ヵ年平均 １３６，８７０ － － －

２１年見通し １４０，０００ － － －

１６年 １０，１３５ 143 175 183 北海道 36%
１７年 １２，３８４ 81 64 73 青森 28%
１８年 １２，７２７ 60 56 46 千葉 21%
１９年 １２，９１６ 115 87 78 岩手 6%
２０年 １３，７９５ 131 68 53 （愛知産比率 -%)

５ ヵ年平均 １２，３９１ 105 86 82

２１年見通し １４，０００ 70 65 62

１６年 ８，２４６ 83 115 172 北海道 91%
１７年 ８，２５３ 101 83 79 青森 6%
１８年 ７，４７５ 161 148 96 中国 1%
１９年 ８，３５７ 114 114 120 千葉 1%
２０年 ８，３２６ 121 119 104 （愛知産比率 0%)

５ヵ年平均 ８，１３１ 115 115 115

２１年見通し ７，５００ 130 130 130

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野
　
菜
　
計

２７２
１９０
１８９
２１９
２０５

だ
　
い
　
こ
　
ん

１６７
７２
５４
９３
８３

９１

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

２１５

１９１
 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

　北海道、東北からの入荷が減少し、関東
産地からの入荷が本格化する。各産地とも
９月の好天で生育は回復したが、朝晩の冷
え込みが強く、果菜類を中心に出荷遅れも
みられる。
　入荷量はわずかに下回り、価格は前年を
かなり下回る見込み。

１３０  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

 前年及び本年の

６６  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　東北、北海道が終盤を迎え、関東産地か
らの入荷が始まる。北海道は７月の降雨に
よるまき直しで中旬までやや多い。青森も
播種時の天候不順で生育が遅れており中旬
から本格化する。千葉の生育は順調。全体
の入荷量は前年並みで、価格は前年を大幅
に下回る見込み。

に
　
ん
　
じ
　
ん

１２３
８７

１３２
１１６
１１４

１１４

　北海道中心の入荷となる。北海道は７月
の天候不順で播種作業が進まず、また低温
の影響で肥大が悪く小玉傾向の見込みであ
る。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年をかなり上回る見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

東 京 都 中 央 卸 売 市 場

50000

70000

90000

110000

130000

150000

170000

11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 月

数量

t

100

150

200

250

単価

円/Kg

前年数量 本年数量 本年単価前年単価

0

5000

10000

15000

20000

25000

11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 月

数量

t

0

30

60

90

120

単価

円/Kg

0

2000

4000

6000

8000

10000

12000

11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 月

数量
t

0

40

80

120

160

200

240

単価
円/Kg



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１６年 ４，１２９ 79 128 185 長野 87%
１７年 ４，５９２ 71 56 83 北海道 8%
１８年 ４，８０３ 74 54 50 茨城 4%
１９年 ４，８０４ 81 89 86
２０年 ４，１８５ 111 75 64

５ ヵ年平均 ４，５０３ 83 79 92

２１年見通し ４，２００ 80 80 80

１６年 ３，５３７ 92 136 220 群馬 49%
１７年 ３，８１４ 67 58 67 茨城 19%
１８年 ４，３４４ 109 78 67 長野 15%
１９年 ４，７４３ 79 76 85 北海道 11%
２０年 ４，６０３ 81 71 71

５ ヵ年平均 ４，２０８ 86 82 98

２１年見通し ４，４００ 85 85 85

１６年 ２１２ 858 1,120 1,051 愛知 48%
１７年 ３９８ 611 542 583 岐阜 37%
１８年 ４９３ 459 484 285 北海道 4%
１９年 ３７０ 766 618 516 長野 4%
２０年 ３６０ 920 533 407

５ ヵ年平均 ３６７ 691 607 509

２１年見通し ３６０ 700 600 500

 前年及び本年の

 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

　産地はまだ高冷地中心だが、のちに平坦
地へ移行。群馬の作柄は回復して平年並み
の出荷。茨城、愛知は初期生育遅れ気味で
出荷も遅れる見込み。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は安
かった前年をかなり上回る見込み。

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は長野を中心に、後半から北関東産
地、茨城などが顔を出す。夏野菜は一部北
海道で長野が主体、茨城は順調な生育で早
めの出回りが予想される。
　入荷量は前年並みで、価格は前年をわず
かに下回る見込み。

キ
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ベ
　
ツ

１５０
６４
８３
８０
７４

８８

８５

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し
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１２９
６９
５９
８５
８２

８４

８０

 前年及び本年の

６００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は岐阜中心で愛知が出始める。上中
旬まで岐阜から安定して出荷、下旬にかけ
徐々に減少。中旬から愛知が出る。植付け
時の干ばつの影響で出足は遅く、急激に増
えるのは翌月になる。
　入荷量は前年並みで、価格は前年をかな
り上回る見込み。
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品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１６年 １１，９４２ 70 113 154 長野 64%
１７年 １３，４６３ 59 43 53 茨城 21%
１８年 １３，９４０ 66 45 32 北海道 9%
１９年 １３，０００ 81 82 67 群馬 5%
２０年 １３，０２２ 107 67 47 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 １３，０７３ 76 69 69

２１年見通し １２，５００ 90 70 60

１６年 １３，０８８ 86 123 196 群馬 51%
１７年 １４，５０３ 63 53 56 千葉 19%
１８年 １４，８０４ 106 73 56 茨城 11%
１９年 １５，１７５ 76 74 76 岩手 8%
２０年 １５，３３７ 80 65 62 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 １４，５８１ 82 77 87

２１年見通し １５，０００ 80 70 70

１６年 １，１５６ 757 937 975 群馬 34%
１７年 １，９３８ 516 442 435 茨城 16%
１８年 １，８５４ 403 507 333 栃木 14%
１９年 １，７０６ 612 538 471 岩手 12%
２０年 １，７９２ 731 419 345 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 １，６８９ 589 539 475

２１年見通し １，８００ 480 470 450

 前年及び本年の

 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

　北海道、東北産が減少し、関東産地中心
の入荷となる。群馬は終盤を迎えるが、低
温で小玉傾向にある。千葉は干ばつの影響
で定植が遅れぎみであるが平年並みの予
想。
　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
前年をやや上回る見込み。

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　長野及び茨城からの入荷が増えてくる。
長野は９月中旬の降雨で回復傾向にある
が、例年に比べて小玉傾向となっている。
茨城は生育順調で平年並み。
　入荷量はやや下回り、価格は高かった前
年をかなり上回る見込み。

キ
　
ャ

　
ベ
　
ツ

１３４
５７
７６
７５
６９

８１

７３

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

は
　
く
　
さ
　
い

１１３
５１
４６
７６
７０

７０

７５

 前年及び本年の

４７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　関東産地と岩手からの入荷となる。群馬
は平年並みの生育である。栃木は天候回復
により平年並みの生育になりつつある。岩
手は冷え込み等の影響により入荷がやや減
少する見込み。
　入荷量は前年並みで、価格も平年並みの
見込み。

ほ
　
う
　
れ
　
ん
　
そ
　
う

８７８
４５８

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

４０７
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４６４
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１６年 １，２６３ 384 370 389 北海道 39%
１７年 １，３２２ 328 263 288 富山 15%
１８年 １，２０２ 380 337 294 愛知 8%
１９年 １，３９５ 457 377 373 長野 6%
２０年 １，４２３ 378 309 289

５ ヵ年平均 １，３２１ 386 331 327

２１年見通し １，３５０ 350 350 350

１６年 １，２６７ 229 515 559 茨城 52%
１７年 ２，１４９ 131 137 184 長野 44%
１８年 ２，３３３ 135 124 107 兵庫 4%
１９年 ２，０５０ 224 174 155 愛知 1%
２０年 １，８７０ 240 174 137

５ ヵ年平均 １，９３４ 186 198 199

２１年見通し １，９００ 160 160 130

１６年 １，２７７ 426 602 568 群馬 41%
１７年 １，５１７ 230 254 433 埼玉 20%
１８年 ２，３１６ 166 233 276 山梨 11%
１９年 １，５３６ 292 293 342 長野 10%
２０年 １，４５４ 391 275 294

５ ヵ年平均 １，６２０ 283 314 367

２１年見通し １，５００ 270 300 330

品
目
名

３３３
３９９
３２５

３４６  前年及び本年の

３５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　長雨の影響受けた北海道、東北はその後
回復傾向にあり、順調な出荷見込み。長
野、富山も順調。愛知の長ねぎが作況悪く
数量少ないため例年より単価上がる見込
み。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
をかなり上回る見込み。

レ
　
　
タ
　
　
ス

４０４
１５１
１２１
１８２
１７９

１８９  前年及び本年の

１５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は長野主体から関東、茨城に入れ替
わる。茨城は天候に恵まれ定植、生育とも
に順調。後半には兵庫が出てくる。
　入荷量は前年並みで、価格は前年を大幅
に下回る見込み。

 前年及び本年の

３００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は長野中心から、群馬、埼玉、山梨
等関東中心へ。生育は順調で、平年並みの
入荷を見こむ。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
をやや下回る見込み。
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　　　　区分
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１６年 ５，６９２ 393 313 277 青森 26%
１７年 ５，９５７ 251 206 184 秋田 15%
１８年 ５，２６９ 273 257 202 北海道 11%
１９年 ５，７６１ 403 274 270 茨城 11%
２０年 ６，２５４ 314 209 180 （愛知産比率 -%)

５ ヵ年平均 ５，７８７ 327 251 222

２１年見通し ５，９００ 220 210 200

１６年 ５，８６３ 201 452 507 茨城 57%
１７年 ８，４１０ 116 110 162 長野 28%
１８年 ８，６８１ 114 113 91 栃木 6%
１９年 ８，７２６ 189 155 133 群馬 5%
２０年 ８，４０９ 212 158 123 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ８，０１８ 164 181 183

２１年見通し ８，７００ 110 110 110

１６年 ４，８７９ 507 486 444 埼玉 33%
１７年 ５，８５２ 217 243 411 群馬 19%
１８年 ６，７１４ 181 211 154 茨城 15%
１９年 ６，２４５ 260 269 308 福島 10%
２０年 ６，４８５ 351 251 264 （愛知産比率 -%)

５ ヵ年平均 ６，０３５ 294 282 306

２１年見通し ６，４００ 180 190 190

品
目
名

２４１
３１４
２３２

２６３  前年及び本年の

２１０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　青森、北海道に加え、関東産地からの入
荷が増加。青森、秋田は９月の天候回復で
概ね順調となっており、中旬以降本格化す
る。北海道は天候不順による生育遅れから
回復し平年並みの見込み。入荷量は多かっ
た前年をやや下回り、価格は安かった前年
をかなり下回る見込み。

レ
　
　
タ
　
　
ス

３６８
１３０
１０６
１５８
１６１

１７２  前年及び本年の

１１０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　茨城、長野からの入荷が中心となる。茨
城は台風等もなく生育、肥大とも順調であ
る。長野は少雨、低温の影響により一部の
品種で結球が悪いが、全体としては順調で
ある。栃木も順調な生育。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
を大幅に下回る見込み。

 前年及び本年の

１８５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　関東産地中心の入荷となる。埼玉の生育
は概ね順調である。群馬は８月の曇雨天で
徒長ぎみであるが、回復傾向にある。
  福島は冷え込みも強く出荷量は少なく
なっている。
　入荷量は前年並みで、価格は前年を大幅
に下回る見込み。

２９３

　　　　区分
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と見通し
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１６年 ４９４ 391 488 534 愛知 33%
１７年 ８３４ 237 210 277 熊本 21%
１８年 ７８３ 294 267 245 山梨 18%
１９年 ７４４ 282 264 294 徳島 13%
２０年 ７３６ 326 256 235

５ ヵ年平均 ７１８ 298 281 300

２１年見通し ７４０ 270 270 270

１６年 １，０４５ 368 400 598 岐阜 35%
１７年 １，１９４ 484 323 329 愛知 16%
１８年 １，２６４ 504 345 303 千葉 14%
１９年 １，００３ 382 451 552 茨城 8%
２０年 １，１０８ 464 417 311

５ ヵ年平均 １，１２３ 445 384 410

２１年見通し １，１００ 400 400 350

１６年 ２０７ 804 837 808 北海道 54%
１７年 ２４４ 705 693 660 愛知 26%
１８年 ２４５ 1,045 926 627 熊本 9%
１９年 ２６１ 709 775 841
２０年 ２８３ 672 751 527

５ ヵ年平均 ２４８ 782 794 686

２１年見通し ２６０ 700 700 700

な
　
　
　
　
す

４６７
２３６
２６６
２７９
２６９

２９０  前年及び本年の

２７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は、愛知の千両、長なすの熊本、夏
秋なすは天候不順で着果、木の勢いが悪
い。抑成ものは若干、出荷が出遅れており
量は少なめ。
　入荷量、価格ともに前年並みとなる見込
み。

ト
　
　
マ
　
　
ト

４３５
３６６
３７５
４４８
３８７

４００  前年及び本年の

３８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　夏秋ものの岐阜に加え、抑成ものは茨
城、関東ものの出荷が始まる。作況は、８
月の天候不良やその後の冷え込みで色つき
悪く、あまり数量増えない見込み。
　入荷量、価格ともに前年並みとなる見込
み。

ミ
　

ニ
　

ト
　

マ
　

ト

８１８
６８６
８４９
７７１
６４９

７５０  前年及び本年の

７００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　夏秋もの生産末期の北海道から地元愛知
など西の産地へ切り替わる。一時期暑かっ
たがその後は天候もよく、順調。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年をかなり上回る見込み。

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

　　　　区分
実績
と見通し
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※「なす」の数値には「べいなす」を含まない。

単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１６年 ２，７９２ 297 493 488 栃木 24%
１７年 ４，０５０ 269 211 248 高知 24%
１８年 ３，６７９ 298 305 260 茨城 16%
１９年 ３，７４９ 359 294 274 群馬 16%
２０年 ４，１０７ 348 215 197 （愛知産比率 -%)

５ ヵ年平均 ３，６７５ 315 290 281

２１年見通し ４，０００ 220 230 230

１６年 ６，０２８ 316 360 557 千葉 23%
１７年 ６，３９９ 433 279 312 茨城 21%
１８年 ７，１００ 440 333 274 青森 13%
１９年 ５，８１７ 357 443 507 福島 11%
２０年 ６，３２７ 444 394 302 （愛知産比率 6%)

５ ヵ年平均 ６，３３４ 401 360 384

２１年見通し ６，４００ 350 340 360

１６年 １，１０５ 644 672 710 茨城 25%
１７年 １，０９０ 693 589 549 愛知 14%
１８年 １，１４６ 950 792 530 北海道 13%
１９年 １，１５９ 663 728 761 千葉 13%
２０年 １，２６３ 608 708 549 （愛知産比率 14%)

５ ヵ年平均 １，１５３ 710 699 619

２１年見通し １，２５０ 630 640 600

な
　
　
　
　
す

４２１
２３９
２８６
３０８
２４７

２９２  前年及び本年の

２２５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　関東産地に加え、西南暖地からの入荷が
始まる。栃木、茨城、群馬は日照不足と乾
燥の影響で生育がやや遅れぎみである。高
知の生育は概ね順調である。
　入荷量は多かった前年をわずかに下回
り、価格は安かった前年をかなり下回る見
込み。

ト
　
　
マ
　
　
ト

３９１
３２８
３４３
４２８
３７３

３７１  前年及び本年の

３５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　東北産地は終盤を迎え、関東産地からの
入荷が中心となる。千葉の生育は概ね順
調。茨城は概ね順調であるが、一部で軟弱
徒長や芯どまりが見られる。青森、福島は
冷え込みで着色が遅れている。
　入荷量は前年並みで、価格は前年をかな
り下回る見込み。

ミ
　

ニ
　

ト
　

マ
　

ト

６７４
６０２
７３４
７１７
６１８

６６９  前年及び本年の

６２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道は終盤を迎え、関東産地と愛知か
らの入荷が増えてくる。茨城の生育は９月
の好天で回復しつつある。愛知はやや生育
が遅れぎみであるが、回復しつつある。
　入荷量は前年並みで、価格は前年並みの
見込み。

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

　　　　区分
実績
と見通し
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１６年 ４５４ 372 569 736 岩手 32%
１７年 ５９６ 261 278 305 茨城 32%
１８年 ５６３ 347 315 235 北海道 15%
１９年 ５１０ 330 351 375 鹿児島 6%
２０年 ５２４ 257 348 313 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ５２９ 311 364 379

２１年見通し ５２０ 330 330 330

１６年 ４，０７４ 89 96 101 北海道 100%
１７年 ３，６９３ 88 86 87 青森 0%
１８年 ３，６３２ 95 90 86 愛知 0%
１９年 ３，５５３ 74 71 76 0 0%
２０年 ３，５１６ 74 76 72 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ３，６９４ 84 84 85

２１年見通し ３，４００ 100 90 80

１６年 ６，０１２ 81 75 74 北海道 97%
１７年 ５，５４８ 76 72 69 中国 1%
１８年 ５，３６７ 85 76 75 佐賀 1%
１９年 ６，０７０ 62 60 62 徳島 1%
２０年 ６，０３４ 73 67 67

５ ヵ年平均 ５，８０６ 75 70 69

２１年見通し ５，８００ 90 85 80

ピ
　
ー

　
マ
　
ン

５６２
２８２
２８９
３５２
３０６

３５０  前年及び本年の

３３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地が入れ替わり、岩手、茨城が中心。
夏の天候不順の影響も一段落して、順調な
出荷が見込まれる。
　入荷量は前年並みで、価格は前年をかな
り上回る見込み。

ば
　
れ
　
い
　
し
　
ょ

９５
８７
９０
７４
７４

８４  前年及び本年の

９０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は北海道。不作だが巨大産地である
ため、少量の安定出荷が続く。小玉傾向で
３Ｌ～２Ｌが少なく、Ｍサイズが中心に。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
を大幅に上回る見込み。

た
　
ま
　
ね
　
ぎ

７６
７２
７９
６１
６９

７１  前年及び本年の

８５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は北海道中心。８～９月の分の出荷
遅れ分が今月に入り、数量は平年並みの見
込み。小玉傾向。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
を大幅に上回る見込み。

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１６年 １，７０９ 335 571 741 茨城 68%
１７年 ２，０７９ 221 212 263 岩手 16%
１８年 ２，１９１ 317 236 205 福島 5%
１９年 ２，０５４ 289 311 357 青森 5%
２０年 ２，１３９ 245 356 265 （愛知産比率 -%)

５ ヵ年平均 ２，０３４ 280 328 350

２１年見通し ２，０００ 220 270 290

１６年 ７，７１２ 104 104 105 北海道 99%
１７年 ６，８４７ 108 101 97 青森 1%
１８年 ７，０７８ 112 108 108 0 0%
１９年 ８，５３６ 81 85 86 0 0%
２０年 ８，１３３ 94 94 92 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ７，６６１ 99 98 97

２１年見通し ７，４００ 120 95 95

１６年 １１，６０８ 83 82 84 北海道 96%
１７年 １０，５４５ 87 85 83 中国 3%
１８年 １０，３１２ 89 88 87 0 0%
１９年 １２，１３７ 67 68 69 0 0%
２０年 １１，４８４ 80 80 78 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 １１，２１７ 81 80 80

２１年見通し １１，０００ 100 85 85

ピ
　
ー

　
マ
　
ン

５３４
２３２
２４９
３１７
２８５

３１５  前年及び本年の

２６０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　前月に引き続き茨城と東北産地中心の入
荷となる。茨城の生育は順調で、品質・肥
大とも良好である。東北産地は終盤を迎え
るなか、岩手、福島は冷え込みが強く出荷
量は平年を下回る見込み。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年をかなり下回る見込み。

ば
　
れ
　
い
　
し
　
ょ

１０４
１０２
１０９
８４
９３

９８  前年及び本年の

１１０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道からの入荷が中心となる。北海道
の生育は順調であるが、天候不順の影響に
より小玉傾向である。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は安
かった前年を大幅に上回る見込み。

た
　
ま
　
ね
　
ぎ

８３
８５
８８
６８
７９

８０  前年及び本年の

９０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道からの入荷が中心となる。生育は
概ね順調で、10月中旬から中晩生種に切り
替わる。肥大についてはＬ中心となり平年
より若干小ぶりである。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
をかなり上回る見込み。

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場東 京 都 中 央 卸 売 市 場
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１６年 １７，０４３ 265 243 233 三重 17%
１７年 １７，４７２ 240 209 189 フィリピン 13%
１８年 １４，７９１ 276 253 255 長野 13%
１９年 １５，１８３ 300 264 249 和歌山 12%
２０年 １５，８７３ 244 235 221

５ ヵ年平均 １６，０７２ － － －

２１年見通し １５，８００ － － －

１６年 ５，５７２ 223 184 176 三重 28%
１７年 ４，９３２ 212 160 134 愛知 18%
１８年 ３，９４８ 285 233 234 佐賀 17%
１９年 ４，４４７ 272 212 179 宮崎 12%
２０年 ４，８４５ 195 180 182

５ ヵ年平均 ４，７４９ 234 192 179

２１年見通し ５，０２０ 350 330 310

１６年 ２，７８８ 231 251 258 長野 69%
１７年 ２，７９９ 179 175 195 愛知 9%
１８年 ２，５４８ 224 225 238 富山 6%
１９年 ２，２８３ 273 228 262 福島 5%
２０年 ２，５５０ 216 211 180

５ ヵ年平均 ２，５９４ 223 218 226

２１年見通し ２，６４０ 260 250 240

 前年及び本年の

２１０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　平核無は和歌山中心で上旬にピークを迎
える。次郎は三重、愛知を中心に入荷し、
下旬に出荷のピークを迎える。Ｌ、２Ｌ中
心で、病害虫もなく作柄は良好。
　入荷量、価格とも前年をやや上回る見込
み。

か
　
　
　
　
　
き

２４８
１８４
２３０
２５４
１９９

２２２

 前年及び本年の

１８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　三重を中心に、熊本、静岡等から入荷。
ハウスものは上旬で切り上がる。今年は表
年で花多く、作柄良好で、酸の抜けが早い
ことが予想されるため、前倒して出荷され
る見込み。入荷は小玉中心。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
をわずかに下回る見込み。

み
　
　
か
　
　
ん

１９２
１６３
２４７
２１６
１８５

１９８

 前年及び本年の

２３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　露地みかん、柿など秋の果実が本格的に
出回る。夏の天候不順、日照不足の影響か
ら前月に引き続き小玉傾向。
　みかん、かきは豊作が見込まれるが、消
費が低迷していることから低価格傾向。
　入荷量、価格ともに前年並みとなる見込
み。

果
　
　
実
　
　
計

２４７
２１１
２６１
２７１
２３３

２４４

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１６年 ５３，０８０ 263 248 235 和歌山 8%
１７年 ６０，７３９ 214 195 185 熊本 8%
１８年 ５０，２６９ 264 267 261 青森 8%
１９年 ５２，５６５ 288 262 245 長崎 8%
２０年 ５６，６９２ 239 229 220 （愛知産比率 1%)

５ ヵ年平均 ５４，６６９ － － －

２１年見通し ５８，０００ － － －

１６年 ２０，１１８ 206 174 165 熊本 25%
１７年 １９，８４５ 185 149 125 長崎 24%
１８年 １４，５７７ 262 221 219 愛媛 20%
１９年 １７，９３５ 303 200 171 佐賀 17%
２０年 １７，８０５ 190 158 152 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 １８，０５６ 227 178 164

２１年見通し １８，５００ 200 160 150

１６年 ９，４１３ 249 284 291 和歌山 40%
１７年 １０，７４９ 174 173 202 奈良 22%
１８年 ９，１０２ 222 238 266 新潟 12%
１９年 ９，１６５ 273 237 252 愛知 9%
２０年 １０，０４９ 231 224 208 （愛知産比率 9%)

５ ヵ年平均 ９，６９６ 228 229 242

２１年見通し ９，５００ 250 230 220

 前年及び本年の

２３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　和歌山中心に奈良、新潟、愛知から入荷
する。前半は「刀根早生」後半からは「平
核無」中心に入荷。各産地とも降雨量すく
ないが、作柄は概ね順調である。
　入荷量は前年をやや下回り平年並みで、
価格は前年をやや上回ると見込まれる。

か
　
　
き

２７７
１８５
２４５
２５２
２１９

２３４

 前年及び本年の

１６０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　熊本中心に長崎、佐賀などの九州産地や
愛媛などから「極早生」中心に入荷する。
今年は表年にあたり各産地とも生産量が前
年を上回るが、8月以降の降雨少なく食味良
好も、小玉傾向。入荷量は前年やや上回
り、価格は前年をやや下回ると見込まれ
る。

み
　
　
か
　
　
ん

１７９
１４５
２２９
１９６
１６５

１８０

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　みかん、かき、りんご中心に入荷。
  りんごは「つがる」に「ｼﾞｮﾅｺﾞｰﾙﾄﾞ」
「ふじ」が加わっての入荷となる｡各品種と
も生産環境は安定しており順調な入荷が見
込まれる。
　果物全体の入荷量は前年をわずかに上回
り、価格は前年並みと見込まれる。

果
　
　
実
　
　
計

２４８
１９６
２６１
２６４
２２９

２３８  前年及び本年の

２３０

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）
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切　花　・　鉢　花　の　１０　月　の　見　通　し

　切　花（地方卸売市場ヤマヱ生花市場　　９月２５日現在）

１６年 ６７２ ７３
実 １７年 ８７２ ４１

１８年 １，０５８ ３１
績 １９年 ９２４ ５７

２０年 ８２１ ４５

８６９ ４８

８３０ ４３

概
　
要

１６年 ３７１ ４６
実 １７年 ４８１ ２３

１８年 ５４７ １４
績 １９年 ５８１ ３８

２０年 ５６８ ２５

５１０ ２８

５３０ ２８

概
　
要

１６年 ５７０ ４６
実 １７年 ６７２ ３８

１８年 ５８２ ４１
績 １９年 ５４０ ４６

２０年 ５９２ ３８

５９１ ４２

６００ ４０

概
　
要

１６年 ４３ １２１
実 １７年 ５６ １１８

１８年 ５５ ８４
績 １９年 ６４ １０４

２０年 ５１ １１０

５４ １０７

４９ １１５

概
　
要

小
　
　
ぎ
　
　
く

品
目

輪
　
　
ぎ
　
　
く

　愛知、長野を中心に入荷。長野は終盤に向かい、愛知の「神馬」「精興の誠」を主力に
入荷。他に「浜大翔」「晃花の富士」等も出回る。生育は順調で品質も良い。価格は需要
が少なく入荷が集中すると苦しい動きになろう。

　　　　　区分
実績等

５ヶ年平均

２１年見通し

５ヶ年平均

２１年見通し

カ
ー

ネ
ー

シ
ョ

ン

か
　
す
　
み
　
そ
　
う

　長野、北海道、愛知を中心に入荷。高冷地産は生育がやや遅れ気味で推移しているた
め、出荷は平年より多めで、愛知は生育順調も、出始めは短幹物が多い。価格は、婚礼需
要により淡色系の引き合い強め、全体でも堅調な動きとなろう。

５ヶ年平均

　愛知、長野、奈良等から入荷。長野、県内山間物は中旬には終盤に向かい、近郊産に移
行する。価格は、前半は需要が少なく動きは鈍いと思われるが、後半は産地の移行期によ
り少なめの入荷が予想されることから、活発な動きとなろう。

５ヶ年平均

２１年見通し

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

２１年見通し

　北海道、福島、熊本、和歌山から入荷。北海道、福島は気温低下にともない中旬以降に
は終了する。暖地産の熊本、和歌山は下旬以降増加が見込まれるも、全体の入荷量は少な
めの予想。価格は、少なめの入荷を反映し、堅調な動きとなろう。

単位：千本、円／本
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１６年 １９２ １７７
実 １７年 ２１１ １８２

１８年 １９２ １７５
績 １９年 ２０１ １８９

２０年 ２０１ １６９

１９９ １７８

２００ １６５

概
　
要

１６年 ３３４ ６７
実 １７年 ３８３ ５５

１８年 ３２５ ６４
績 １９年 ３４１ ７５

２０年 ３４７ ６５

３４６ ６５

３４５ ６７

概
　
要

１６年 ４４１ ６６
実 １７年 ４４８ ６５

１８年 ４９８ ５９
績 １９年 ４０９ ７４

２０年 ４５４ ６８

４５０ ６６

４３０ ７０

概
　
要

１６年 １，２３５ ４０
実 １７年 １，１４１ ３７

１８年 １，１６４ ３９
績 １９年 １，１９９ ４０

２０年 １，０７２ ３９

１，１６２ ３９

１，１００ ４０

概
　
要

枝
　
　
も
　
　
の

５ヶ年平均

洋
　
　
ら
　
　
ん

ゆ
　
　
　
　
り

５ヶ年平均

２１年見通し

　てっぽうゆりは兵庫、岐阜の「新てっぽうゆり」が終了となり、高知の球根てっぽうゆ
りを主力として入荷。オリエンタル系は新潟、北海道、高知を中心に入荷、北海道は中旬
以降減少に転じるが他産地は安定。品質は７月の長雨で葉焼け等の障害が多い。品種・数
量ともに安定した入荷。価格は需要が少なく、苦しい動きとなろう。

ば
　
　
　
　
ら

５ヶ年平均

２１年見通し

　愛知、岐阜、三重、長野、和歌山等から入荷。長野は中旬以降減少となるが、和歌山等
の暖地ものが増加する。品質も夜温の低下に伴い向上する。価格は、ブライダル需要によ
り引き合いは強く堅調な動きとなろう。

２１年見通し

　静岡、愛知、岐阜、長野等から入荷。紅葉物のもみじ、どうだん、夏ハゼや実付き物は
野ばら、柿、栗、さんざし等季節感のあるものが入荷。価格は、ディスプレイや花展等の
需要もあり、動きは堅調。

品
目
　　　　　区分
実績等

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヶ年平均

２１年見通し

　愛知、宮崎、徳島、岐阜等と輸入物が入荷。国内産は、気温の低下とともに生育も順
調。台湾産のオンシジウム・アンスリウムは台風の影響で少なめの入荷も徐々に回復。シ
ンビジウムは輸入ものに加え国内産の入荷も始まる。前年並みの入荷が予想される。

単位：千本、円／本
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　鉢　花（愛知豊明花き地方卸売市場　　９月４日現在）

１６年 ４８，５９５ ５８４

実 １７年 ３６，９２６ ７２９

１８年 ３０，０２１ ８３４

績 １９年 ３５，７５１ ６８６

２０年 ２５，１１６ ７２７

３５，２８２ ６９８

２０，０００ ６５０

概
　
要

１６年 ７９，４１６ ４７０

実 １７年 １００，１６８ ４１１

１８年 ９２，８９５ ４２０

績 １９年 ９９，２８４ ４０６

２０年 ７７，８３２ ３８５

８９，９１９ ４１８

７０，０００ ３５０

概
　
要

１６年 ４８０，６３２ ２１２

実 １７年 ６６３，１５４ １９２

１８年 ６１４，５４３ １８５

績 １９年 ５６９，３９３ １８５

２０年 ５９１，０７８ １９７

５８３，７６０ １９３

５９０，０００ １９０

概
　
要

シ
ャ

コ
バ
サ
ボ
テ
ン

品
目

ド
　
ラ
　
セ
　
ナ
　
類

　近年の相場下落から、生産量が減少気味のため、入荷量は減少か。秋冬物の入荷が始ま
り、８～１０号鉢のヒロバ、ストリクタを中心に取引される。
　昨年１０月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位愛知（５２％）、２位鹿児島
（２０％）、３位沖縄（１６％）となっている。

　　　  区分
実績等

５ヶ年平均

２１年見通し

５ヶ年平均

２１年見通し

シ
　
ク
　
ラ
　
メ
　
ン

　入荷量は昨年並みか。ポットもののガーデンシクラメンを中心に、５号鉢のＦ１ものは中
旬以降からの入荷になりそう。
　昨年１０月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位長野（３７％）、２位愛知
（３３％）、３位北海道（９％）となっている。

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

　主要産地である愛知県の生産量の減少と、関東産の山上げものが減少し、入荷量は全体
として減少か。
　昨年１０月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位愛知（６８％）、２位埼玉
（２３％）、３位茨城（９％）となっている。

５ヶ年平均

２１年見通し

単位：鉢、円／鉢
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１６年 １５，９９９ ２，５０７

実 １７年 １４，４６１ ２，３７２

１８年 １１，１９１ ２，３７９

績 １９年 １１，６８３ １，８０２

２０年 ９，８０７ ２，２２７

１２，６２８ ２，２７９

１１，０００ ２，０００

概
　
要

１６年 ５３，１３７ ２０１

実 １７年 ６３，３２８ １８５

１８年 ６２，８２８ １８６

績 １９年 ５４，４８４ １８９

２０年 ６１，４７５ ２０２

５９，０５０ １９２

６１，０００ ２００

概
　
要

１６年 ７８３，１２７ ４８

実 １７年 ０８５，８８１ ４８

１８年 １２７，３６７ ４２

績 １９年 ６５４，９５０ ５４

２０年 ８６９，９０３ ４９

９０４，２４６ ４８

９００，０００ ４７

概
　
要

パ
　
　
ン
　
　
ジ
　
　
ー

５ヶ年平均

カ
　
ラ
　
ン
　
コ
　
エ

シ
　
ン
　
ビ
　
ジ
　
ウ
　
ム

５ヶ年平均

２１年見通し

　夏場の天候が良かったことから、生産ロスが少なく、入荷量は昨年より多そう。ただ、
残暑となれば需給のバランスに影響が出るかもしれない。
　昨年１０月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位愛知（４９％）、２位奈良・
三重（１２％）となっている。

品
目
　　　　区分
実績等

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヶ年平均

２１年見通し

　入荷量は昨年並みで、４号鉢を中心に６号鉢の寄せ植えも入荷か。寄せ植えは安定した
取引となりそう。
　昨年１０月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位埼玉（５１％）、２位岐阜
（３８％）、３位茨城（５％）となっている。

２１年見通し

　夏場の天候が良かったことから、早生品種の生育が順調で、入荷量は昨年より多そう。
ただ、残暑となれば花の劣化も早いので、買い控えから厳しい相場になるかもしれない。
　昨年１０月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位愛知（５５％）、２位高知
（１６％）、３位香川（９％）となっている。

単位：鉢、円／鉢
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１　輸入実績

数量 前年比 金額 前年比 単価 前年比 数量 前年比 金額 前年比 単価 前年比

　 トン ％ 千円 ％ 円／kg ％ トン ％ 千円 ％ 円／kg ％

野菜（生鮮・冷蔵） 38,178 98.5 3,702,362 91.1 97 92.5 332,569 97 31,034,074 89 93 91.3

トマト 238 155.7 58,056 139.9 244 89.9 976 118 276,467 99 283 84.1

たまねぎ 17,248 119.6 579,431 126.0 34 105.4 109,681 97 4,130,264 107 38 110.5

にんにく 1,942 85.8 200,487 93.6 103 109.1 11,351 100 924,830 83 81 83.1

ねぎ 3,071 84.5 361,834 124.3 118 147.1 17,792 92 1,770,026 83 99 90.3

ブロッコリー 2,847 74.8 401,234 61.6 141 82.4 17,316 85 2,879,541 84 166 98.8

結球キャベツ 221 54.4 6,177 47.8 28 88.0 11,025 336 390,302 294 35 87.5

にんじん・かぶ 4,116 82.4 225,275 72.7 55 88.2 23,590 79 1,274,387 58 54 73.3

ごぼう 3,984 80.9 202,079 98.7 51 121.9 20,116 80 857,252 62 43 76.9

えんどう 145 118.6 31,672 124.4 219 104.9 598 95 122,595 99 205 104.1

アスパラガス 170 69.4 103,123 61.7 607 88.9 6,427 107 3,301,835 94 514 87.8

まつたけ 134 88.8 490,045 82.2 3,662 92.6 134 88 494,913 82 3,690 92.6

しいたけ 119 80.7 32,412 73.9 273 91.7 2,616 93 601,571 88 230 94.5

かぼちゃ 40 96.4 5,409 138.7 136 143.9 81,607 103 4,760,734 79 58 77.1

果実（生鮮・乾燥） 191,756 104.5 21,579,787 95.5 113 91.4 1,275,476 113 144,386,964 101 113 89.5

バナナ 113,917 108.8 9,425,536 110.6 83 101.7 780,052 129 60,776,339 137 78 106.7

パイナップル 14,287 95.2 926,585 94.5 65 99.3 85,855 95 5,802,103 104 68 109.2

レモン 5,947 66.0 565,134 35.6 95 54.0 30,352 86 3,430,453 45 113 51.8

オレンジ 7,298 64.7 748,658 64.6 103 99.9 68,340 94 6,709,736 90 98 96.0

グレープフルーツ 25,916 113.9 1,485,872 101.7 57 89.3 141,980 96 12,831,929 95 90 99.0

メロン 1,803 123.3 144,764 93.0 80 75.5 20,468 93 2,141,242 84 105 90.0

ぶどう 103 284.0 32,717 197.8 317 69.6 5,295 106 832,562 80 157 75.3

キウイ 6,893 179.9 1,983,041 171.9 288 95.6 38,716 98 11,732,540 100 303 102.1

いちご 526 98.5 464,317 85.2 883 86.5 793 101 689,004 88 869 86.9

切花（生鮮・乾燥） 2,600 110.0 1,921,250 101.2 739 92.0 19,277 105 14,372,996 96 746 91.4

鳥獣肉類 147,340 89.7 63,407,865 79.3 430 88.4 962,812 95 414,311,123 87 430 91.4

牛肉（くず肉含む） 49,709 126.1 19,727,379 95.2 397 75.5 280,441 106 107,576,179 85 384 79.8

豚肉（くず肉含む） 62,033 85.9 32,513,155 85.3 524 99.3 430,606 91 225,652,986 90 524 99.5

鶏肉 26,676 59.9 5,744,659 39.4 215 65.8 196,639 87 50,576,959 81 257 92.4

水産物（生鮮・冷蔵・冷凍） 152,564 91.5 79,587,812 82.4 522 90.1 1,024,046 90 536,400,703 83 524 91.7

まぐろ類 16,596 113.3 13,758,566 99.8 829 88.1 124,559 95 114,944,604 85 923 89.6

さば・さんま・あじ・いわし 4,283 42.7 725,698 55.6 169 130.2 66,654 97 11,670,931 99 175 102.2

２　輸出実績

果実（生鮮・乾燥） 238 76.2 231,127 90.2 972 118.5 10,921 77 3,183,183 67 291 87.1

うんしゅうみかん 2 37.4 3,363 44.1 1,491 117.9 111 63 77,130 85 695 135.0

りんご 49 55.2 20,140 58.4 407 105.8 10,299 78 2,471,476 64 240 81.9

なし - - - - - - 12 19 6,238 18 525 96.6

野菜（生鮮・冷蔵・乾燥） - - 263,146 76.5 - - - - 1,690,097 83 - -

緑茶 158 84.8 279,476 79.3 1,769 93.5 1,094 121 1,922,407 107 1,758 88.3

資料　農林水産省大臣官房統計部「農林水産物輸出入情報」

７ 月 ま で の 累 計
品 名

７ 月

主要農林水産物の輸出入実績 （２００９年）



関 連 指 数 
 

 

全  国 平成17年＝100 
消費者物価指数 

愛知県 平成17年＝100 

 
農業物価指数 （平成17年＝100） 

 
項 目 

 

年 月 総 

合 

生鮮 

野菜 

生鮮 

果物 
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類 

魚介

類 

 
項 目

 

年 月 農産物

総 合

米 

 

野 菜 

 

果 実

 

畜産物

 

20年平均 101.7 104.7 102.4 106.9 105.5

 
 
 

 

 

 20年平均 97.7 94.7 104.8 100.8 101.6

21年 3月 100.7 103.7 97.4 106.9 105.3 21年 3月 103.7 98.4 122.2 84.8 96.0

4月 100.8 110.3 89.3 106.2 105.5 4月 97.4 98.7 108.1 76.7 97.6

5月 100.6 105.7 104.3 106.0 105.1 5月 94.2 98.6 100.7 82.4 100.0

6月 100.4 101.6 105.8 105.5 103.9 6月 93.9 98.4 98.8 101.0 101.2

全

 

国

 

7月 100.1 97.0 97.6 105.4 104.4 7月 92.1 98.5 92.4 105.1 100.8

20年平均 101.7 100.9 101.6 104.8 104.0   

21年 3月 101.3 97.2 97.3 102.6 104.5 資料 農林水産省大臣官房統計部「農業物価指数」 

4月 101.7 103.4 90.1 101.4 104.0  

5月 101.3 100.0 101.3 101.5 105.4

6月 101.2 100.0 104.3 100.8 104.5

愛

知

県

 

7月 100.6 96.9 100.4 101.3 104.0

 

資料 全 国･･総務省統計局「消費者物価指数月報」 

愛知県･･愛知県県民生活部「名古屋市消費者物価指数」 

 

 

 

資料 総務省統計局「小売物価統計調査報告」 

名  古  屋  市  小  売  価  格 （円） 
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品目 

単位 

 

年 月 

 ５kg １kg 100g 1kg 

20年平均 2,212 150 170 637 420 272 143 331 191 558 605 208 494 

21年 3月 2,243 152 169 511 471 276 123 271 194 666 699 190 410 

4月 2,243 209 261 503 426 354 164 303 207 432 674 189 442 

5月 2,240 236 229 572 380 302 142 306 180 401 603 184 467 

6月 2,240 150 190 643 323 311 151 325 192 412 496 186 490 

7月 2,240 140 161 626 305 320 147 361 199 399 559 184 524 
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品目 

単位 

 

年 月 

１kg 100g １kg 100g １本 100g 

20年平均 553 346 408 150 261 669 614 163 172 328 230 824 492 

21年 3月 606 318 345 143 253 608 607 164 168 336 223 754 473 

4月 -  306 338 122 266 605 611 158 166 326 223 732 461 

5月 -  296 345 121 263 723 611 177 159 328 223 750 483 

6月 -  296 358 -  266 640 600 160 164 318 223 721 477 

7月 -  296 394 -  254 724 600 150 158 305 219 714 494 
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